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１．組織の概要 

 

１）事業者名及び代表者名 

株式会社 豊島工務店 

代表取締役 豊島 太一郎 

 

  ２）所在地 

〒310-0851 

茨城県水戸市千波町 2806 番地 

  ３）EA-２１事務局及び連絡先 

EA-21 事務局  ： 鈴木 直也 

TEL   ： 029-241-6101 

FAX   ： 029-241-6988 

E‐mail ： suzuki.n@toyosima.co.jp 

      

 4）事業活動の内容 

    総合建設業（土木工事・建築工事・水道施設工事・管工事・舗装工事） 

     

上記活動に伴う事務活動 

       

建設業の許可番号：茨城県知事許可（特‐23）第 1397 号 

 

   5）適用事業範囲 

   適用事業場の所在地と主要業務内容は以下の通り 

本社 茨城県水戸市千波町 2806 番地 

資材置き場（無人） 茨城県水戸市高田字西 163-4 

      全組織・全活動を対象として行動する。 

6）事業規模 

   全社 

項目 単位 2020 年度 

2020 年 7 月～2021 年 6 月 

2021 年度 

2021 年 7 月～2022 年 6 月 

2022 年度 

2022 年 7 月～2023 年 6 月 

売上高 百万円 964 719 547 

工事実績 件 32 27 8 

従業員数 人 25 22 22 

自社敷地面積 ㎡ 1200 1200 1200 

事業所床面積 ㎡ 435.9 435.9 435.9 
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２． 対象範囲 

 

当社は、対象範囲である下記の全組織及び全活動を対象としてEA２１に取り組み、環境経営システムを構築

し実施し、維持し、継続的に改善する。 

(1)取組の対象組織と事業活動 

全事業所名 事業所住所 事業活動 

■事務所（本社） 水戸市千波町 2806番地 土木・舗装工事の施工計画等に係る活動 

土木・舗装・建築工事に伴う事務活動 

■資材置き場（無人） 水戸市高田字西 163-4 ― 

■各建設現場 ― 土木・舗装施工及び改修活動 

建築物施工及び改修活動 

 

(2)当社構成員・・・当社役員・社員・協力会社 

 

 

 
 
 

改定履歴

人員 2010年5月 15日 制定

2名 2011年 7月 1日 改定

5名 2012年 7月 1日 改定

5名 2012年 10月 25日 改定

9名 2016年 10月 1日 改定
1名 2018年 4月 2日 改定

2019年 9月 2日 改定
22名 2020年 2月 3日 改定

2020年 4月 1日 改定
2020年 6月 1日 改定
2021年 1月 8日 改定
2021年 4月 1日 改定
2022年 8月 1日 改定
2022年 10月 26日 改定

株式会社　 豊島工務店

代表者
１ ． 環境経営方針の策定
２ ． 経営資源の準備
３ ． 代表者によ る 全体の評価と 見直し
４ ． 環境経営レ ポート の承認
５ ． 環境経営目標及び環境経営計画の承認

役　 員

管理職( 工事）

豊島　 太一郎事務

工事
営業

合　 　 計
EA-21責任者

１ ． EA-21シ ス テ ムの確立、 実施推進、 維持管理
２ ． 環境への負荷およ び取組への自己チ ェ ッ ク の実施
３ ． 環境経営目標及び環境経営計画の策定
４ ． 環境経営レ ポート の作成
５ ． EA-21に関する 実施把握と 報告

木元　 由孝

EA-21事務局
１ ． EA-21責任者の補佐業務
２ ． 環境経営目標及び環境経営計画の結果確認と 責任者への報告
３ ． 問題点の是正処置状況確認と 責任者への報告
４ ． 環境関連法規の取り ま と め及び遵守状況確認
５ ． 教育、 訓練計画の策定と 実施（ 緊急時対応訓練含む）
６ ． 環境文書類の作成、 管理
７ ． そ の他EA-21に関する 業務

鈴木　 直也

営業（ 総務） 部 工事部

各作業所
責任者 各所長

１ ． 環境経営計画の実施
２ ． 問題点の是正処置

責任者 横田　 昌人 責任者 後藤　 直樹

１ ． 環境経営計画の実施
２ ． 問題点の是正処置

１ ． 環境経営計画の実施
２ ． 問題点の是正処置

エコアクション21品質管理部推進組織図
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3 環境経営方針

二酸化炭素排出量の抑制

・ 燃料使用量の削減

・ 電力使用量の削減

廃棄物の減量化

・ 廃棄物の再資源化の推進

・ 環境に配慮し た 資材購入

水使用量の削減

施主への環境配慮提案の推進

制 定 日

改 訂 日

環　 境　 経　 営　 方　 針

株 式 会 社 豊 島 工 務 店 は 、 総 合 建 設 業 と し て 、 当 社 の 基 本 方 針

『 安 全 第 一 を 優 先 さ せ 、 法 令 及 び 設 計 図 書 を 遵 守 し て 、 顧 客 に 信 頼

さ れ る 工 事 施 工 す る 』 の も と に 、 か け が え の な い 地 球 環 境を 守る た め

『 環境に 優し い 工事』 を 社員一 丸で 実施 す る こ と に よ り 、 地域 社会 と の

融和を図り 環境保全に貢献し ます。

1. 当 社 は 、 事 業 活 動 を 通 じ て 、 環 境 経 営 ﾏﾈｼﾞ ﾒ ﾝ ﾄ ｼ ｽﾃﾑを 構 築 し 、

環境経営目標・ 環境経営計画を定め継続的な改善に努めます。

2. 当 社 の 事 業 活 動 に 関 連 す る 環 境 ・ そ の 他 の 法 規 制 を 遵 守 す る と

と も に、 行政機関・ 団体・ 地域等の要請に協力し ます。

3. 当 社 の 事 業 活 動 か ら の 、 環 境 に 与 え る 影響 を 削 減す る た め、 次の

事項に対し て優先的に取組みます。

①

②

株 式 会 社 豊 島 工 務 店

代表取締役 　 豊島　 太一郎

③

④

こ の環境方針は当社全従業員に周知徹底すると と も に、 一般に開示し ます。

２ ０ １ ０ 年　 ６ 月　 １ 日

２ ０ ２ １ 年　 ４ 月　 １ 日

環 境 理 念

行 動 指 針
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4． 環境経営目標      
    

2019 年度の更新審査の指導により基準年度を 2019 年度とし、目標計画を 3 年間とする。 

。 

 

取組み項目     

環    境    目    標 

2019 年度実績 

 （2019・7 月～

2020・6 月） 

基準値と単位 

2020 年度    
2020 年 7 月～ 

2021 年 6 月 

2021 年度       
2021 年 7 月～ 

2022 年 6 月 

2022 年度       
2022 年 7 月～ 

2023 年 6 月 

目  標 目  標 目  標 

1 

 

CO₂の削減 

1.電力使用量の削減 

   

購入電力 

 

30，729kWh 

 

2019 年比 

 

1.0%削減 
30，422kWh 

 

2019 年比 

 

2.0%削減 
30，114kWh 

 

2019 年比 

 

3.0%削減 
29，807kWh 

 

2.燃料使用量の削減 

 

車輛燃料使用量 

ガソリン 

2,126.7 ㍑ 

 

 

2019 年比 

1.0%削減 

2，105.4 ㍑ 

 

2019 年比 

2.0%削減 

2，084.2 ㍑ 

 

2019 年比 

3.0%削減 

2，062.9 ㍑ 

 

車両燃料使用量 

軽油 

0 ㍑ 

 

2019 年比 

0%削減 

.     0 ㍑ 

 

2019 年比 

0%削減 

0 ㍑ 

 

2019 年比 

0%削減 

0 ㍑ 

 

2 

 

廃棄物減量化 

1.建設副産物の正常

処理 

建設副産物処理計

画書遵守率 

遵守率 

100% 

維持 

遵守率 

100% 

維持 

遵守率 

100% 

維持 

2.一般廃棄物排出物

量の削減 

・可燃ごみ 

・不燃ごみ 

・資源ごみ 

２０１７年度版改訂

により目標項目を

変更設定 

2020 年度は各項目の

実績値を記録して次年

度の目標数値とする 

2020 年比 

1.0%削減 

 

2020 年比 

2.0%削減 

 

3 水使用量の削減 
水道使用量 

101.0 ㎥ 

2019 年比 

0.5%削減 

100.5 ㎥ 

2019 年比 

1.0%削減 

100.0 ㎥ 

2019 年比 

1.5%削減 

99.5 ㎥ 

4 

自ら提供する製品サービ

スに関する環境 

環境配慮提案件数 

提案実施件数 

17 件 

 

18 件以上 19 件以上 20 件以上 

  * 化学物質使用：当社では、PRTR 制度対象の使用はありません 

 *工事の内容及び繁忙による影響が少ない事務所の実績のみを目標とした。 
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5.環境経営計画 

                       

  

当社の事業活動における環境への負荷を低減するために、以下の通りの活動を実施しております。その達成状況や

活動の実施状況を毎月各部門から報告をうけ EA21 推進会議及び事務局でフォローをしています。 

 

１） CO2 の削減 

 当社の CO2 排出量の削減が見込める事務所での電気使用量と、全部門で共有している車両のガソリン使用量

の削減による CO2 削減を目標にしました 

 東京電力の引用排出係数：2018 年度係数 0.455(kg-CO2/kWh) 

1. 事務所での電力使用量の削減 

①事務所の照明器具を LED 器具に交換する。 

②節電シール等の表示（電力使用機器類のスイッチ及びコンセント等に） 

③空調温度管理の徹底 

2.車両燃料使用量の削減 

<ガソリン使用量削減 全部門> 

① 「エコドライブ 10 のすすめ」を車両に掲示 

②車両の燃料使用量のチェック 

③日常点検の実施 

２） 廃棄物の減量化 

建設工事における建設副産物の削減については、設計書に基づいた処理が重要との判断から、設計書に基

づく処理の遵守を目標に掲げ取組んでいます。また、一般廃棄物排出物量の削減は、「可燃ごみ」「不燃ごみ」

「資源ごみ」の削減を目標に揚げました。 

1.建設副産物の設計書に沿った処分の徹底 

①設計書に沿った分別の実施 

②設計書に沿った処分の実施 

③マニフェストでの順守管理 

2.一般廃棄物排出物量の削減 

① 可燃ごみ 

② 不燃ごみ 

③ 資源ごみ 

３） 水資源使用量の削減 

当社の水資源の使用は、トイレと台所で使用している水道水に限られています。今回も、節水等の啓蒙活動

による、水資源の重要性を社員に再度認識させる。 

①節水シール等の表示 

②洗いおけ等の設置 

４） 自らが提供する製品・サービスに関する環境配慮。 

各作業所において、環境配慮提案を実施する。 

① 創意工夫ファイルを作成し、その実施状況を各作業所で記録する。 

② 施工実施前打合せ時に提案する。（発注者・社内） 
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6． 環境経営目標の実績  

 

2019 年度の更新審査の指導により、2020 年度以降の環境経営目標値を見直しました。2019 年度の実績を基準値と

して、2020 年度以降の環境目標を再設定しました。 

                                                                               ○：達成 ×：未達成 

 

取組み項目 

環    境    目    標  及 び  実  績 

2019 年度 

実績 

（2019・7 月～

2020・6 月） 

基準値と単位 

2020 年度 

2020 年 7 月～2021 年 6 月 

2021 年度             

2021 年 7 月～2022 年 6 月 

2022 年度 

2022 年 7 月～2023 年 6 月 

目標 実績 目標 実績 目標 実績 

1 

 

 

CO₂の削減 

1.電力使用

量の削減 

(事務所) 

購入電力 

 

30，729kWh 

13，981.7kg- 

CO₂ 

 

2019 年比 1.0％

削 減 30 ，

422kWh 

13,842kg CO₂ 

○ 

 

5.3%削減 

29,102Kwh   

13,241.4kg CO₂ 

2019 年比 

2.0％削減 

30，114kWh 

13，702kg CO₂ 

   ○ 

3.2％削減 

29,758ｋｗｈ 

13,539.9kg CO₂      

2019 年比 

 

3.0％削減 

29，807kWh 

13,562kg CO₂ 

  ○ 

3.8％削減 

29,559ｋｗｈ 

13,449kg CO₂ 

CO₂の削減 

1.電力使用

量 の 削 減

（現場） 

 6，343.70kg 

CO₂ 
  8846.4kg CO₂   5742.0kg CO₂   4,867.6kg CO 

2.燃料使用

量の削減 

ガ ソ リ ン 

（事務所） 

 

車両燃料 

ガソリン使用量 

2，126.7 ㍑ 

4,937.2kg- CO₂ 

 

2019 年比 

1.0％削減 

2，105.4 ㍑ 

4,887.8kg CO₂ 

× 

26.2%増加 

2,684.4 ㍑ 

6,230.7kg CO₂ 

2019 年比 

2.0％削減 

2．084.2 ㍑ 

4,837.5kg CO₂ 

    × 

1,4％増加 

2．156.7 ㍑ 

5,003.6kg CO₂ 

2019 年比 

3.0％削減 

2，062.9 ㍑ 

4,789.1kg CO₂ 

    × 

33.1％増加 

2．831.3 ㍑ 

6,568.6kg CO₂ 

2.燃料使用

量 の 削 減

ガ ソ リ ン

（現場） 

36，037kg- CO₂  
30,652.54kg- 

CO₂ 
 

 

27,961.6kg- 

 CO₂ 

 

 

 

27,331kg- 

 CO₂ 

2.燃料使用

量 の 削 減

軽 油  

（事務所） 

 

車両燃料 

軽油使用量 

0 ㍑ 

0kg- CO₂ 

2019 年比 

0％削減 

 0 ㍑ 

0kg CO₂ 

× 

増加 

197.9 ㍑ 

510.6kg CO₂ 

2019 年比 

0％削減 

0 ㍑ 

0kg CO₂ 

× 

    増加 

  44.0 ㍑ 

113.5kg CO₂  

2019 年比 

0％削減 

0 ㍑ 

0kg CO₂ 

× 

    増加 

  42.0 ㍑ 

108.4kg CO₂ 

 

2.燃料使用

量 の 削 減 

軽 油  

（現場） 

8，215kg- CO₂  5,648.1kg- CO₂  

 

8,150.5kg- CO₂ 

 

 

 

1,746.9kg- CO₂ 

 

CO₂の合計

（事務所） 

18,918.9  ㎏ 

- CO₂ 

18,729.7 ㎏ - 

CO₂ 

19,982.7  ㎏

- CO₂ 

18,539.5  ㎏ 

- CO₂ 

18,657.0  ㎏

- CO₂ 

18,351.3  ㎏

- CO₂ 

20,126 ㎏  

- CO₂ 

CO₂の合計

（現場） 

50,595.7 ㎏    

－CO₂ 
 

45,147.0 ㎏ 

－CO₂ 
 

41,854.1 ㎏ 

－CO₂ 
 

33,945.5 ㎏ 

－CO₂ 

 

CO₂の総計 

 

 

69,514.6 

㎏－CO₂ 

 

 

 

65,129.7 

㎏－CO₂ 

  

 

 

60,511.1 

㎏－CO₂ 

 

 

 

54,071.5 

㎏－CO₂     
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取組み項目 

環    境    目    標  及 び  実  績 

2019 年度 

実績 

（2019・7 月～

2020・6 月） 

基準値と単位 

2020 年度 

2020 年 7 月～2021 年 6 月 

2021 年度             

2021 年 7 月～2022 年 6 月 

2022 年度 

2022 年 7 月～2023 年 6 月 

目標 実績 目標 実績 目標 実績 

2 

廃棄物 

減量化 

1.建設副産物

の正常処理 

 

建設副産物 

処理計画書 

遵守率 

 

遵守率 

100% 

維持 

○ 

正常処理 

100% 

 

 

遵守率 

100% 

維持 

○ 

正常処理 

100% 

 

 

 

遵守率 

100% 

維持 

○ 

正常処理 

100% 

 

 

2.一般廃棄

物排出物量

の削減 

・可燃ごみ 

・不燃ごみ 

・資源ごみ 

2017 年 度 版

改訂により目

標項目を変更

設定 

2020 年 度 は

各 項 目 の 実

績値を記録し

て次年度の目

標数値とする 

20 年度実績 

・可燃ごみ 

623.0kg 

・不燃ごみ 

372.0kg 

・資源ごみ 

373.0kg 

           

2020 年比  

1.0％削減 

・可燃ごみ 

616.8kg 

・不燃ごみ 

   368.3kg 

・資源ごみ 

   369.3kg 

                     

×・可燃ごみ 

826.0kg 

〇・不燃ごみ 

352.0kg 

×・資源ごみ 

518.0kg 

           

22020 年比  

2.0％削減 

・可燃ごみ 

610.5kg 

・不燃ごみ 

  364.6kg 

・資源ごみ 

365,5kg 

          

×・可燃ごみ 

868.0kg 

〇・不燃ごみ 

328.0kg 

×・資源ごみ 

544.0kg 

                

3 

水 使 用 量 の

削減 

水道使用量 

101.0 ㎥ 

 

2019 年比 

0.5％削減 

100.5 ㎥ 

× 

14.4%増 

115 ㎥ 

 

2019 年比   

1.0％削減 

100.0 ㎥ 

○ 

100 ㎥ 

計画通り 

 

2019 年比 

1.5％削減 

99.5 ㎥ 

× 

101 ㎥ 

増加した 

4 

自ら提供する製

品サービスに関

する環境 

環境配慮提案 

提案実施  

件数 17 件 

 

 

2019 年比    

1 件増 

18 件 

○ 

1 件増 

18 件 

  

 

2019 年比    

2 件増 

19 件 

○ 

3 件増 

21 件 

  

 

2019 年比    

3 件増 

20 件 

○ 

５件増 

25 件 

  

 

        

  * 化学物質使用：当社では、PRTR 制度対象の使用はありません    

 * CO₂の削減：現場の電力使用量・燃料使用量は実績のみ記入した。（請負工事のため受注高・工事内容は特定できな

いため、電力・カソリン等 CO₂削減目標設定は不可能） 

 -*電力の排出係数は、東京電力（株）の 2018 年度排出係数 0.455 kg CO₂/kWh としております。 
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実績 （19,2%アップ）

シミュレーショ ン

シミュレーション 実績 シミュレーション 実績 シミュレーション 実績 シミュレーション 実績
1月 10 ,052 12 ,693 29 ,929 37 ,594 49 ,806 61 ,481

2月 11 ,402 14 ,080 31 ,279 39 ,070 51 ,156 63 ,162

3月 13 ,140 16 ,398 33 ,017 41 ,414 52 ,894 65 ,225

4月 15 ,094 19 ,194 34 ,971 43 ,664 54 ,632 67 ,631

5月 17 ,332 22 ,303 37 ,209 46 ,872 56 ,870 70 ,246

6月 19 ,267 24 ,767 39 ,144 49 ,340 58 ,805 72 ,688

7月 21 ,374 27 ,568 41 ,351 51 ,893 60 ,912 75 ,266

8月 3 ,960 4 ,640 23 ,704 29 ,971 43 ,581 54 ,100 63 ,242 77 ,857

9月 5 ,519 6 ,875 25 ,363 32 ,089 45 ,240 55 ,881 64 ,881 79 ,496

10月 6 ,793 8 ,417 26 ,637 33 ,706 46 ,514 57 ,781 66 ,155 81 ,101

11月 7 ,836 9 ,861 27 ,680 34 ,906 47 ,557 58 ,868 67 ,198 82 ,320

12月 8 ,933 11 ,170 28 ,810 36 ,190 48 ,687 60 ,076 68 ,328 83 ,598

シミュレーション 実績 シミュレーション 実績 シミュレーション 実績 シミュレーション 実績
1月 69 ,447 85 ,161 89 ,108 108 ,567 108 ,985 132 ,993 128 ,862 155 ,689

2月 70 ,797 86 ,921 90 ,458 110 ,283 110 ,335 134 ,441 130 ,212 157 ,378

3月 72 ,535 89 ,104 92 ,196 112 ,516 112 ,073 136 ,506 131 ,950 159 ,461

4月 74 ,273 91 ,566 94 ,150 114 ,880 114 ,027 139 ,078 133 ,904 162 ,003

5月 76 ,511 94 ,193 96 ,388 117 ,493 116 ,265 142 ,003 136 ,142 164 ,547

6月 78 ,446 96 ,727 98 ,323 119 ,973 118 ,200 144 ,249 138 ,077 166 ,854

7月 80 ,553 99 ,352 100 ,430 122 ,869 120 ,307 146 ,303 140 ,184 168 ,338

8月 82 ,883 101 ,310 102 ,760 125 ,765 122 ,637 148 ,801 142 ,514 171 ,296

9月 84 ,542 103 ,277 104 ,419 127 ,367 124 ,296 150 ,758 144 ,173 173 ,045

10月 85 ,814 104 ,553 105 ,693 129 ,044 125 ,570 152 ,179 145 ,447 174 ,373

11月 86 ,859 105 ,842 106 ,736 130 ,332 126 ,613 153 ,500 146 ,490 175 ,661

12月 87 ,989 107 ,157 107 ,866 131 ,461 127 ,743 154 ,532 147 ,620 176 ,824

シミュレーション 実績 シミュレーション 実績 シミュレーション 実績 シミュレーション 実績
1月 148 ,739 177 ,743 168 ,316 201 ,438

2月 150 ,089 179 ,560 169 ,666 203 ,067

3月 151 ,827 181 ,661 171 ,404 205 ,169

4月 153 ,781 184 ,560 173 ,358 207 ,473

5月 156 ,019 187 ,049 175 ,596 209 ,994

6月 157 ,954 189 ,378 177 ,531 212 ,406

7月 160 ,061 191 ,867 179 ,638 214 ,916

8月 162 ,391 194 ,084 181 ,968 217 ,179

9月 164 ,050 195 ,870 183 ,627 219 ,192

10月 165 ,324 197 ,359 184 ,901 220 ,540

11月 166 ,367 198 ,803 185 ,944 221 ,819

12月 167 ,197 200 ,047 187 ,074 222 ,972

太陽光発電　実績（事務所の屋根）

222,972kWh

187,074kWh

2013年（H25） 2014年（H26） 2015年（H27） 2016年（h28）

2017年（H29） 2018年（H30） 2019年（H31・R1） 2020年（R2）

*シミュレーションは「ソーラーフロンティア株式会社」の発電シミュレーションによる
*上記、数値・グラフは標記の通り、一例として事務所屋根を表した

2021年（R3） 2022年（R4）

■系列1：シミュレーション ■系列2：実績

0
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140,000
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７． 環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価並びに次年度の環境経営目標及び環境経営活

動計画 

環境経営目標に対する達成状況は以下の通りです。 

※実績は、2022 年度（2022 年 7 月～2023 年 6 月）と、基準年度 2019 年度（2019 年 7 月～2020 年 6 月）の値と

比較する。                                    ( 次年度 23 年度基準値を設定) 

１） CO₂の削減  

1.事務所電力使用量の削減 

 ①取組み結果 

取組項目 部署名 

基準値 

（19 年 7 月～20

年 6 月） 

2022 年 7 月～2023 年 6 月の取組状況 

判定 
目標値 結果 削減率 

電力使用量の削減

（購入電力） 

目標 2.0%削減 

業務部 
30,729kWh 

 13,981.7kg- CO₂ 

29,807kWh 

  13,562kg- CO₂ 

29,559kWh 

13,449kg- CO₂ 
-0.84%減 〇 

目標数値を達成出来た。 

 

②次年度の環境経営目標及び環境経営計画   22 年度実績値にて計画 

取組項目 部署名 
基準値 

22 年度実績値 

2023 年 7 月～2024 年 6 月の取組 
 

目標値 削減値 削減率 

電力使用量の削減

（購入電力） 

目標 0.5%削減 

業務部 
29,559kWh 

13，449.7kg- CO₂ 

29,411kWh 

13,382kg- CO₂ 

148kWh 

67.34kg- CO₂ 
-0.5％  

事務所の未使用時の電気消灯の徹底。 

     東京電力（株）実質排出係数 0.455（kg- CO₂/kWh）2018 年公表 

 

2.燃料使用量の削減  車両燃料：ガソリン（事務所） 

 ①取組み結果 

取組項目 部署名 

基準値 

（19 年 7 月～20

年 6 月） 

2022 年 7 月～2023 年 6 月の取組状況 

判定 
目標 結果 削減率 

燃料使用量の削減 

目標 2.0％削減 
全社 

2,126.7 ㍑ 

4,937.2kg- CO₂ 

2,062.9 ㍑ 

4,785.9kg- CO₂ 

   2,831.3 ㍑ 

6,568.6kg- CO₂   
+37.2%増 × 

２０年度に営業車 1 台増車している為、厳しい目標でしたが削減に向けて努力したが目標

数値を達成出来なかった。 

 

②次年度の環境経営目標及び環境経営計画   22 年度実績値にて計画 

取組項目 部署名 
基準値 

22 年度実績値 

2023 年 7 月～2024 年 6 月の取組 
 

目標値 削減値 削減率 

燃料使用量の削減 

目標 1.0%削減 
全社 

2,831.3 ㍑ 

6,568.6kg- CO₂ 

2,802.9 ㍑ 

6,502.7kg- CO₂ 

 28.4 ㍑ 

65.9kg- CO₂ 
-1.0%減  

全社員へのエコドライブに対する啓蒙を図ることにより、年間目標の達成を目指す。   
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3.燃料使用量の削減  車両燃料：軽油（事務所）＊現場の軽油量は受注量により変動するので（事務所）とした 

 ①取組み結果 

取組項目 部署名 

基準値 

（19 年 7 月～20

年 6 月） 

2022 年 7 月～2023 年 6 月の取組状況 

判定 
目標 結果 削減率 

燃料使用量の削

減 

 
全社 

 

0 ㍑ 

.0kg- CO₂ 

 

0 ㍑ 

0.0kg- CO₂ 

 

 

４２㍑ 

108.3kg- CO₂ 

 増加 × 

２２年３月に工事部の２ｔダンプ使用時の燃料補給した為達成出来なかった。 

 

 

②次年度の環境経営目標及び環境経営計画   22 年度実績値にて計画 

取組項目 部署名 
基準値 

22 年度実績値 

2023 年 7 月～2024 年 6 月の取組 
 

目標値 削減値 削減率 

燃料使用量の削

減 

 

全社 

 

42 ㍑ 

108.3kg- CO₂ 

0 ㍑ 

0kg- CO₂ 

0 ㍑ 

0kg- CO₂ 
  

   

 

２） 廃棄物の減量化 

1. 建設副産物の中間処理計画書に沿った処理の徹底 

 ①取組み結果 

取組項目 部署名 

基準値 

（19 年 7 月～20

年 6 月） 

2022 年 7 月～2023 年 6 月の取組状況 

判定 
目標 結果 達成率 

設計書遵守率 

100% 
工事部 ― 100%維持 100%維持 ― ○ 

設計書通りに処理が継続できました。 

 

 

②次年度の環境経営目標及び環境経営計画   22 年度実績値にて計画 

取組項目 部署名 
基準値 

22 年度実績値 

2023 年 7 月～2024 年 6 月の取組 
 

目標値 削減値 削減率 

設計書遵守率 

100% 
工事部 ― 100%維持 ― ―  

次年度も引き続き設計仕様に沿った建設副産物の処理をマニュフェスト確認にて取組んで

いきます。 
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2. 単純焼却廃棄物の削減 

 ①取組み結果 

取組項目 部署名 
基準値 

20 年度実績 

2022 年 7 月～2023 年 6 月の取組状況 
判定 

目標 結果 達成率 

一般廃棄物排出

物量の削減 

a 可燃ごみ 

b 不燃ごみ 

c 資源ごみ 

20 年度 2％削減 

総務部 

a 可燃  623.0 ㎏ 

b 不燃  372.0kg    

c 資源  373.0kg 

a 可燃  610.5kg 

b 不燃  364.6kg 

c 資源  365.5kg 

a   868.0ｋｇ 

ｂ  328.0ｋｇ 

ｃ  544,0ｋｇ 

a +42.1%増 

b -10.0%減 

c +48.8%増 

× 

２０年度の実績値より削減することが出来なかった。                                

前年度に比べ資源ごみ（梱包段ボール）が多かったが資源物廃棄出来た。 

 

②次年度の環境経営目標及び環境経営計画   22 年度実績値にて計画 

取組項目 部署名 

基準値        

22 年度実績 

 

2023 年 7 月～2024 年 6 月の取組 

 
目標値 削減値 削減率 

一般廃棄物排出

物量の削減 

a 可燃ごみ 

b 不燃ごみ 

c 資源ごみ 

22 年度 1％削減 

総務部 

a 可燃 868.0 ㎏ 

b 不燃 328.0kg 

c 資源 544.0kg 

a 可燃 859.3kg 

ｂ 不燃 324.7kg 

C 資源 538.6kg 

a   8.7kg       

b   3.3kg      

c   5.4kg  

-1％減  

廃棄物排出量の把握（計量管理継続）。ペーパーロスへの更なる意識向上を図る          

梱包材は資源回収を継続実施する。 

 

 

３）水資源使用量の削減 

 ①取組み結果 

取組項目 部署名 

基準値 

（19 年 7 月～6

月） 

2022 年 7 月～2023 年 6 月の取組状況 

判定 
目標 結果 増減率 

 水道使用量の

削減 

1.5 ％削減  

総務部 101.0 ㎥ 99.5 ㎥ 101 ㎥ +1.5％増 × 

内勤社員の業務が多く目標を達成出来なかった。 

 

 

②次年度の環境経営目標及び環境経営計画   22 年度実績値にて計画 

取組項目 部署名 
基準値 

22 年度実績値 

2023 年 7 月～2024 年 6 月の取組 
 

目標値 削減値 削減率 

 水道使用量の

削減 

0.5％削減  

総務部 101.0 ㎥ 100.5 ㎥ 0.5 ㎥ -0.5％減  

更なる節水意識の向上を図る。 
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4）自らが提供する製品・サービスに関する環境配慮 

1. 環境配慮提案活動の実施 

 ①取組み結果 

取組項目 部署名 

基準値 

（19 年 7 月～6

月） 

2022 年 7 月～2023 年 6 月の取組状況 

判定 
目標 結果 達成値 

環境配慮提案 

活動の実施 

 

工事部 17 件 20 件以上 25 件 +5 件増 ○ 

・工事会議にて全員に環境配慮提案の重要性を説明した。記入の為のフォーマットを作成

したことにより更なる意識向上となった。 

各作業所において、「環境配慮提案」を率先して取り組んでいたと思われる。 

前回監査での環境配慮提案取組実施項目今季も下記事項に取組んだ。 

１－アスファルト材の検討 
２－工事環境に配慮した取組 
３－工事環境及び作業環境の取組 

実施状況 

     提案項目           内容 

１） 県道歩道の仮復旧⇒道路使用許可条件での仮復旧 75cm 幅を１m 幅の復旧の実施で公衆災害を無くした。 

２） 既設街灯照明工事の対応⇒工事による既存街灯照明工事への仮設照明の設置での対応で事故なく完成。 

３） 道路舗装工事に於ける路面標示⇒日々の工事進捗での路面標示の対応で工事中無事故完成出来た。 

４） 仮設工事通路の対策⇒借地条件での工事仮設通路の設置で無事工事完成し返却出来た。 

５） 工事期間中の仮設駐車場対策⇒近隣住民及びデイサービス関係者への工事期間中の駐車場の案内でトラブルが

無く無事に工事完成出来た。 

６） 快適な仮説トイレ⇒浄水設備を利用しての水洗トイレの設置でイメージアップと衛生面で工事が遂行された。 

７） 交通事故防止対策⇒既存舗装撤去で起こる段差による交通障害対策設置にて無事故で工事完成出来た。 

８） 工事周知看板の設置⇒居住地での工事の為日々の工事進捗合わせてイラスト付き看板を設置周知出来た。 

９） 工事のお知らせ配布⇒事前に工事日程及び交通規制を近隣の皆様へ配布し協力をお願いスムーズに完成できた。 

１０）過積載の防止対策⇒工事での発生したアスファルト材搬出車両の過積載防止の対策を実施した。 

１１）地域貢献⇒工事期間中地域貢献として作業員全員でごみ拾いを実施し美化活動に貢献した。 

１２）寒期での舗装材の対策⇒舗装材料の温度低下対策で搬入時保温シートを二重で対策安定した施工が出来た。 

１３）噴霧での飛散対策⇒噴霧にての作業時で飛散防止を実施隣接構造物等への障害は無く完了出来た。 

１４）第三者への注意喚起⇒観光での第三者が多い場所での工事で有ったがトラブル無く工事完成だ来た。 

１５）感染症対策実施⇒感染者が多く発生した時期での工事関係者に実施して工事期間中は感染者無く完成出。 

１６）熱中症対策⇒猛暑が続く事と囲われた環境での作業に対応しグッズを配備利用を促進出来た。 

１７）高所作業仮設の検討⇒作業環境を考慮した安全な仮説を提案し無事故で完成出来た。 

１８）地域貢献⇒工事エリヤ外の環境（雑草）工事完成まで２回対応して近隣及び通行者からの苦情は無かった。 

１９）近隣住民へ周知⇒近隣住民への工事お知らせ配布と周知看板掲示にて苦情やトラブル無く工事か完成した。 

２０)現場見学会実施⇒学生の現場見学の実施及びインターシップへの勉強会実施で協会への貢献が出来た。 

２１）歩行規制時の工夫⇒工事期間中の歩行者への安全配慮を実施し事故及びトラブルも無く工事が完成。 

２２）安全教育の実施⇒災害時緊急事態を想定して避難訓練と消火訓練実施し作業員の周知を行った。 

２３）工事完成前の安全対策⇒日々変化する一般開放前の安全対策を実施し無事故にて竣工した。 

２４）アスファルト材の検討⇒復旧材料変更で路面の剥離での飛散防止が出来た。 

２５）案内看板への配慮⇒狭い一般道路学童の通学路での設置で有ったが工事期間中の事故は無かった。 

 

 

②次年度の環境経営目標及び環境経営計画   22 年度実績値にて計画 

取組項目 部署名 
基準値 

22 年度実績値 

2023 年 7 月～2024 年 6 月の取組 
 

目標値 増減値 ‐ 

環境配慮提案  

活動の実施 

22 年度実績 

    1 件増 

工事部 ２５件 ２６件以上 １件 ‐  

次年度も引き続き実施する 
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８.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

◆過去５年間、環境関連法規違反は、ありませんでした。同様に関連機関からの指摘及び訴訟等も、有りません

でした。 

◆事業活動に適用される環境法令等の遵法性は、当社の評価結果により適切であることを確認しました。 

◆下記は当社の事業活動に関連する主な環境に関する法令を示したものです。 

   

主な適用法令・条例・協定等   

      

法令名称 主な該当する活動 評価項目 判定 

廃棄物処理

法 

  

  

  

産業廃棄物の排出 

  

  

□委託契約書の所在 

 

 ○ 

  

 ○ 

 ○ 

□マニフェスト伝票の適切な発行 

□5 年間の保管 

 

  

  

産業廃棄物の収集運搬 

 

（*産業廃棄物の収集運搬は、自社の建設工事

に係わる産業廃棄物のみで、他社から委託され

た廃棄物の収集運搬は行いません） 

  

□収集運搬業の許可 

 

□委託契約書の所在 

 

□マニフェスト伝票の適切な運用 

 

□車輛への表示及びマニフェストの携

行 

 

□処理量の報告の有無 

 ○ 

 

 ○ 

 

 ○ 

 

 ○ 

 

 ○ 

    

  

建設工事に係わる再資源化の実施 

（コンクリート塊、廃木材、アスファルト・コ

ンクリートの 95％以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□届出状況の確認（届出書類確認） 

 

□再資源化実施状況 

 

□完了報告の実施状況 

 

□技術管理者の選任状況 

 

□標識の設置状況 

 

□苦情などの有無 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○                        

 

 ○：達成 ×：未達成 

   

 

  

 



 16 

 

9 代表者による全体評価と見直しの結果        

  EA21 活動を開始して 14 年が過ぎました。2019 年度の更新審査は「ガイドラインに適合」の判定を受けました。 
  2021 年度は「ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 建設業者向けガイドライン 2017 年版」で実施いたしました。 
 電力に関しては、目標値を達成出来ました。ガソリンに関しては、２０年度に営業車両を 1 台増車のため、目標値を 

 達成できなかった。一般廃棄物に関しては、2020 年度の実績値を 2022 年度の目標数値として取組ました。 

分類は（可燃ごみ）（不燃ごみ）（資源ごみ）で管理。 

  前年に続き、購入電力と太陽光発電（事務所・倉庫）の年度別に単位 kWh の比較をグラフに表記しました。 
 結果として、太陽光発電を実施したことにより、太陽光発電 39,514kwh は購入電力 30,668kwh の数値を超えております。 
  これまでの活動成果を「目標値・実績値の推移」を年度別にグラフに表記しました。   
 A：目標値・実績値の推移 電力使用量 単位 kWh 
 B：目標値・実績値の推移 車輛燃料使用量 単位リットル 
 C：目標値・実績値の推移 水使用量 単位㎥ 
 D：目標値・実績値の推移 提案件数 単位件 
 このことは、エコアクションの目的である CO₂削減・地球温暖化防止に大きく貢献していると考えます。  

 今後とも、会社全体として行動指針に基づき引き続き継続的な環境負荷改善を推進し『環境に優しい工事』を  

 スローガンにしながら、活動してまいります。 
  尚、当社 EA21 の事業活動ではありませんが、水戸市が主催する水戸市優良建設業者の表彰を令和４年度 
 も（１作業所）受賞し水戸市内の建設業者中で最多の 3２回と成りました。 

  

購入電力と太陽光発電量の変遷　　単位　kWh
2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

太陽光 倉庫 18 ,618 .80 17 ,515 .70 17 ,070 .50 16 ,143 .70 16 ,116 .80 14 ,757 .30 14 ,033 .60 16 ,662 .50 16 ,609 .00

発電 事務所 25 ,020 .00 23 ,886 .00 23 ,522 .00 23 ,522 .00 23 ,969 .00 20 ,120 .80 22 ,292 .00 23 ,539 .90 22 ,905 .00

合計 43 ,638 .80 41 ,401 .70 40 ,592 .50 39 ,702 .70 40 ,085 .80 34 ,878 .10 36 ,325 .60 40 ,202 .40 39 ,514 .00

購入電力 37 ,058 .00 36 ,768 .00 33 ,060 .00 31 ,174 .00 27 ,607 .00 28 ,552 .00 29 ,250 .00 30 ,729 .00 29 ,102 .00 28 ,400 .00 30 ,668 .00

※太陽光発電は倉庫：H25年5月・事務所：H25年7月発電開始
※太陽光発電量は全量売電である（省エネ量には組み入れていない）
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A 目標値・実績値の推移　電力使用量（ｋWh）
2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

目標値 38 ,250 38 ,194 38 ,144 37 ,887 37 ,847 30 ,862 30 ,551 30 ,238 29 ,927 30 ,422 30 ,114 29 ,807

実績値 37 ,309 37 ,058 36 ,768 33 ,060 31 ,174 27 ,182 28 ,552 29 ,250 30 ,729 29 ,102 29 ,758 29 ,559

kWh

B 目標値・実績値の推移　車輛燃料使用量（リットル）
2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

目標値 2 ,609 2 ,606 5 ,926 5 ,920 4 ,393 4 ,349 4 ,305 4 ,260 2 ,105 2 ,084 2 ,063

実績値 2 ,384 1 ,933 5 ,619 4 ,438 4 ,091 3 ,149 3 ,570 2 ,127 2 ,684 2 ,156 2 ,831

目標値 205 205 1 ,129 1 ,128 636 630 623 617 0 0 0

実績値 250 285 1 ,114 643 605 452 58 0 198 44 42

リットル

*2014年　営業部員2名・工事部員1名増員

*2019年　営業部員1名退職

*2020年　営業車　1台増車

2019年度の更新審査の指導により2020年度の目標値を変更設定

*2014年9月11日　LEDに交換

*2016年7月16日　エアコンを省エネ型に交換

*2019年7月　盗難防止のため、駐車場に防犯灯を設置し事務所二階の一部を一日中点灯
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軽油
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*

C 目標値・実績値の推移　水使用量（㎥）
2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

目標値 89 .0 94 .1 93 .6 113 .2 112 .1 117 .8 117 .2 116 .6 116 .0 100 .5 100 .0 99 .5

実績値 82 .0 97 .0 100 .0 134 .0 119 .0 115 .0 100 .0 100 .0 101 .0 115 .0 100 .0 101 .0

㎥

D 目標値・実績値の推移　提案件数（件）
2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

目標値 5 7 7 13 14 15 16 18 19 20

実績値 7 10 12 14 16 16 17 18 21 25

　件

＊２０２２年度は環境配慮提案を材料の検討、工事環境及び作業環境提案に重点的に実施。

ガイ ドラ イ ン

により2 0 1 3

年度から実

施

2019年度の更新審査の指導により2020年度の目標値を変更設定

*2014年　敷地内の家屋（RC造201㎥）解体の埃飛散防止のため、散水

*2020年　①事務所の近隣作業現場（道路工事）への散水

　　　　　　②女子社員　2名入社
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